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1. 長寿命化修繕計画更新の目的 
 

 山形市の管理橋梁は高度経済成長期以降に多く架設され、老朽化が進んでいます。このた

め、損傷がある程度進行してから対策を行う対症療法型の管理を継続した場合、膨大な更新・

維持管理コストが必要となり、道路利用者への安全・安心なサービスの提供が困難になること

が予測されます。 

 このため、橋梁の適切な維持管理を目標として平成24年度(H25.3)に「山形市橋梁長寿命化

修繕計画」を策定し、基本方針として計画策定年から10年間(平成25年～令和4年)で対策工

事を完了させることを目標に橋梁点検・耐震補強・補修工事の対策を進めてきました。 

 今回、これまでに実施した対策の効果を確認して評価するとともに、今後10年間（令和5

年～令和14年）の「山形市橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、事業を進めていきます。 

   

■前回改定時(H30.3)からの変更点 

(１) 道路橋定期点検要領の改訂(R4.3)                                      

 対策区分の変更 

対策区分ⅠaとⅠbを統合し、対策区分Ⅲを道路橋としての構造安全性の観点の有無に応じて

ⅢaとⅢbに分類しました。 

※対策区分とは、点検結果に基づき、橋の管理区分、損傷の原因、状態（耐荷力、安全性、景観）、

損傷の進行度合いを考慮して、橋ごとに5段階（Ⅰ～Ⅳ）の評価を行なう際に用いるものです。 

 

(２) 山形県溝橋点検要領の策定 

 点検要領の変更 

 ボックスカルバートについて、これまで山形県橋梁点検要領を準用して点検を行ってまいりま

したが、令和5年度より山形県溝橋点検要領を準用して点検を実施いたします。 

 

（旧） 

対策区分 

（新） 

対策区分 基本的な考え方（対策区分） 

国 県 

Ⅰa 
Ⅰ 構造物の機能に支障が生じておらず、措置の必要がない状態 

Ⅰb 

Ⅱ Ⅱ 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から

措置を講ずることが望ましい状態 

Ⅲ Ⅲ 

Ⅲa 

道路橋としての構造安定性への影響はないが、主要部材の損

傷を助長する可能性、又は次回点検までに道路管理瑕疵が問

われる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態 

Ⅲb 
構造物としての機能(主として道路橋としての構造安全性)

に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態 

Ⅳ Ⅳ 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著し

く高く、緊急に措置を講ずべき状態 
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2. 長寿命化修繕計画の概要 
 

2.1 山形市の概要 

 

 山形市は県西部の村山地方に位置し、山形盆地の南部3分の1ほどを占め、盆地の東南部に

位置する扇状地の上に市街地が立地しています。盆地中央部である市の北、北西方向は広く平

地が続き、広大な田園となっています。市の東部は奥羽山脈による山岳地帯、南西部は丘陵が

占めています。 

 山形市における気象の特徴としては、盆地特有の内陸型気候であるため寒暖の差が激しいこ

とが挙げられます。夏は東北の中でも暑さが厳しく、猛暑日となることもあります。最高気温

の記録40.8度は1933年7月に記録し、長い間日本における最高気温の記録を保持していまし

た。一方、冬は雪の降る日も多く、平均気温が0°を下回る日もあり、路面の凍結が懸念され

るため、凍結抑制剤の散布も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図. 山形市位置図 
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2.2 背景 

 

 山形市は、令和4年末現在で361橋の橋梁を管理しています。 

 管理橋梁の多くは高度経済成長期以降に架設され、老朽化が進行しています。橋梁の寿命が

平均60年程度と言われているなか、建設後50年以上を経過した橋梁は、現時点で全体の約4

割を占めています。さらに、20年後に全管理橋梁の約7割となります。 

 よって、道路利用者への安全・安心なサービスの提供のために、損傷がある程度進行する前

に対策を行う予防保全型の管理を目指しています。 

 

 

図. 山形市の管理橋梁における架設年の分布 

 

 

 

 

     令和5年3月現在            10年後             20年後 

 

図. 山形市の供用後50年以上の橋梁の割合 
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2.3 目的 

 

 損傷がある程度進行してから対策を行う「事後保全型（対症療法型）」の管理から、損傷が軽

微なうちに対策を行い長寿命化を図る、「予防保全型」の管理へ移行する必要があります。 

 また、管理橋梁の安全性の確保、長期的なコストの縮減、更新を含めた管理費用の平準化を図

っていくために、「山形市橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、事業を進めております。 

 

 

      出典）山形県橋梁長寿命化総合マニュアル山形県県土整備部 R4.3(P4) 

 

2.4 計画の位置付け 

 

本計画は、国の「インフラ長寿命化基本計画」及び「山形市発展計画」の趣旨を踏まえ策定

した「山形市公共施設等総合管理計画」に基づく個別施設計画に位置付けられるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図. 計画体系図 

インフラ長寿命化基本計画（国） 

山形市公共施設等総合管理計画 

山形市橋梁長寿命化修繕計画 

山形市発展計画 
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3. 長寿命化計画の管理方針 
 

3.1 対象橋梁 

 管理している市道は、市民の生活道路としての機能が大きく、車両による通行だけではな

く、自転車や歩行者の利用も多く見られます。また、市道の迂回路となるような道路が無い箇

所も存在します。したがって、管理する橋梁が通行不可になった場合、市民の利用に大きく影

響することに配慮して、全ての橋梁について橋梁点検を実施し、橋長2ｍ以上の管理橋梁全

361橋を対象として橋梁長寿命化計画を推進しています。 

 

表. 長寿命化修繕計画対象橋梁 

 1級市道 2級市道 その他 合計 

管理橋梁数    76    15   270   361 

 橋長5m未満の橋梁数    20     4   103   127 

 橋長5m以上15m未満の橋梁数    25     5 99   129 

 橋長15m以上の橋梁数    31     6 68   105 

○長寿命化修繕計画の対象：管理橋梁全361橋（H30比：1橋減） 

 

 山形市の対象橋梁は、約７割がコンクリート橋であり、小規模な橋梁が多くRC橋とボック

スカルバートが全体の半数を占めています。 

 橋長別の橋梁数を見ると、約7割を15m未満の小規模な橋梁が占めています。15m以上の橋

梁は少ない傾向にありますが、中には100m以上の長大橋も10橋以上管理しています。 

 

図. 橋梁形式別橋梁数 

 

 図. 橋長別橋梁数 
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3.2 管理区分 

 

 道路利用者への安全性の確保、長期的な維持管理費用の縮減及び平準化を図るため、限られ

た予算の中で適切な対策を行えるように橋梁の規模や重要度、損傷傾向など特徴を踏まえた管

理区分を設定し、最適な維持管理を実施することを目的とした長寿命化修繕計画を推進してい

ます。 

表. 管理区分一覧表 

管理区分 管理方法 

戦略的 

予防保全型管理 

早期に損傷を発見し、架け替えや大規模な修繕に至らないよう損傷が

軽微なうちに対策を行う維持管理方法、耐震補強も実施 

予防保全型管理 
早期に損傷を発見し、架け替えや大規模な修繕に至らないよう損傷が

軽微なうちに対策を行う維持管理方法 

対症療法型管理 
規模が小さく補修費用も少ないため、損傷がある程度進行してから対

策を行う維持管理方法 

経過観察型管理 通常点検や定期点検のみを行って、致命的な損傷を防ぐ維持管理方法 

 

    

図. 管理区分の分類方法 

　YES（34橋）

　NO（327橋）

YES（28橋）

　NO（299橋）

　NO（140橋）

　YES（159橋）

括弧内の数値は、H30計画時点からの増減を示す。

・橋長15m以上の橋梁
・鋼橋、PC橋、道路ボックス
・H14道示以降適用の橋梁
 （歩道橋以外）
・孤立集落への路線上の橋梁
  (橋長15m未満）

・こ道橋、こ線橋
・緊急輸送道路上の橋梁
・孤立集落への路線上の橋梁
  (橋長15m以上）
・長大橋

・河川、水路の
　ボックスカルバート
・撤去計画のある橋
・架け替え計画のある橋梁
・冬季閉鎖路線上の橋梁

戦略的予防保全型管理 予防保全型管理

対象橋梁

361橋 （－1橋）

経過観察が適する橋梁

管理上特に重要な橋梁

予防保全が望ましい橋梁

経過観察型管理

（＋23橋）（＋19橋）（－3橋）

対症療法型管理

（－40橋）

28橋 140橋 34橋159橋
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3.3 対策区分 

 

対策区分の評価は、管理区分、損傷の原因、状態（耐荷力、安全性、景観）、損傷の進行

度合いを考慮して、下表に示す5段階の対策区分の評価を行います。 

部材ごとに対策区分の評価を行うことを基本とし、評価対象部材は、主桁、床版、支承、

下部工、伸縮装置、高欄・地覆とします。なお、橋梁全体としての対策区分は、部材ごと

に判定した対策区分の最も高い評価を用いることにします。 

 

 

表 対策区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対策区分 基本的な考え方 緊急度 

Ⅳ 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著し

く高く、緊急に措置を講ずべき状態 

 
Ⅲb 

構造物としての機能（主として道路橋としての構造安全性）

に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態 

Ⅲa 

道路橋としての構造安全性への影響はないが、主要部材の損

傷を助長する可能性、又は次回点検までに道路管理瑕疵が問

われる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態 

Ⅱ 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から

措置を講ずることが望ましい状態 

Ⅰ 構造物の機能に支障が生じておらず、措置の必要がない状態 

大 

 

 

 

 

 

 

小 
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4. 健全度の把握および日常的な維持管理 
 

4.1 健全度の把握の基本的な方針 

 

 橋梁の現況を把握するため定期的に橋梁点検を実施し、その結果を記録することにより、橋

梁に発生している損傷状況を把握します。橋梁に関する点検は、一般に通常点検（道路パトロ

ール）、定期点検、異常時点検に分類されます。長寿命化修繕計画では定期点検結果が用いら

れますが、橋梁を良好な状態に保ち、橋梁の長寿命化を図るために、定期点検に加えて通常点

検により橋の状態を常に監視・記録することが重要です。 

 従来の定期点検は遠望目視により実施していましたが、平成26年度以降の定期点検は近接

目視（部材に接近して肉眼で確認する精度の高い点検方法）により実施しています。 

 定期点検においては、費用の縮減、点検の効率化のために新技術の活用を検討します。 

 

 

図. 維持管理における橋梁点検の体系 

 

 

   

写真. 定期点検状況 

  

通常点検 

(年1回以上) 

定期点検 

(5年に1回) 

異常時点検 

(異常発生後) 

橋梁点検 
道路パトロール時にあわせて目視により橋梁

の状態を確認する点検 

大雨や地震が発生した際に、異常が認められな

いかを確認する点検 

部材に発生した損傷の拡がりや損傷程度を把

握する点検（近接目視） 
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4.2 長寿命化修繕計画の実施状況 

 

H30計画見直し以降の修繕計画実施状況 

 平成30年度に見直した「山形市橋梁長寿命化修繕計画」に基づいて橋梁補修工事を進め、

早期措置段階（対策区分Ⅲa･Ⅲb）にある橋梁については、57橋のうち約9割(50橋)の対策を

実施しました。 

また、戦略的予防保全型管理に区分されており、必要な耐震性能を満たしていない21 橋の

うち、12 橋の対策を実施しました。同時に補修も実施しています。 

1巡目点検で補修対策が完了していない、対策区分Ⅲの7橋については、優先して補修対策

を実施していきます。 

     

図. 1巡目以降の対策状況 

 

1巡目の 

橋梁点検結果 

(H26～H29) 

計画見直し時 

対策状況 

(H30時点) 

対策状況 

(R4末時点) 
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写真. コンクリート橋の補修事例 

 

 

     

写真. 地覆・防護柵の補修事例 

 

 

          

写真. 伸縮装置の補修事例 

 

 

 

 

 

補修前 補修後 

補修前 補修後 

補修前 補修後 
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写真. 耐震補強事例 

 

 

     

写真. 歩道橋の補修事例 

  

補強前 補修後 

補修前 補修後 

補強後 
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2巡目点検結果と損傷進行度の把握 

 平成31年度から令和4年度まで、管理対象橋梁の2巡目(遠望目視を含め3巡目)の定期点

検を実施しました。 

その結果、1巡目点検と比較すると、5年間の間に損傷が進行したことにより、予防保全の

観点から対策を行うことが望ましい橋梁(対策区分Ⅱ)は3割程度増加しましたが、対策工を実

施したことにより、早期に措置が必要な橋梁(対策区分Ⅲ)が1巡目点検時の5割程度であるこ

とが判明しました。 

また、令和2年度から令和4年度まで、対策区分Ⅲの橋梁のうち25橋の補修対策を実施し

ました。 

今後も継続して対策区分Ⅲa･Ⅲbの橋梁の補修対策を重点的に実施していきます。 

 

 

  

 

 

図. 2巡目以降の対策状況 

 

  

2巡目の 

橋梁点検結果 

(H31～R4) 

対策状況 

(R4末時点) 
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日常的な維持管理活動 

 日常的な維持管理の継続は橋梁の長寿命化につながることから、以下の作業に努めていま

す。 

  ・路面の小規模補修、清掃 

  ・排水装置の清掃 

  ・橋座の堆積土砂の撤去 

 

     【路面の小規模補修】            【排水装置の清掃】 

   

写真. 日常的な維持管理状況 

 

 

大規模災害時の対応 

 大規模災害における、UAV（Unmanned Aerial Vehicle：無人航空機）を活用した被災状況の把

握や被災施設の応急対策に関する支援について、民間事業者と協定を締結し、業務範囲や要請方

法など必要な事項をあらかじめ申し合わせています。 

 

表. 協定の概要 

協 定 名 災害時における災害応急対策の応援に関する協定 

協定締結先 山形市公共測量業務委員会（会員数12事業者） 

応援の内容 

ア 所管施設の被災状況の調査 

イ 所管施設の被災に係る災害応急対策及び災害復旧のため

の測量及び設計 

ウ その他災害応急対策で必要な事項 

締 結 日 平成29年11月27日 
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5. 長寿命化に関する対策および費用の縮減について 
 

5.1 損傷度が高い橋梁の対策 

 定期点検により、早期に措置が必要な橋梁の対策を優先し、橋梁構造の安全性を確保しま

す。また、橋梁補修にあたっては、損傷の主な原因である水の供給を遮断する対策を合わせて

行い、橋梁の長寿命化を図ります。 

 

  【鋼主桁の腐食】    【下部工の剥離・鉄筋露出】   【防護柵の変形・欠損】 

     

写真. 著しい損傷 

 

5.2 予防保全型管理への移行 

 早期に措置が必要な橋梁の対策に続き、損傷が軽微なうちに対策を実施する等、予防保全的

な修繕を行うことにより、修繕・架替えに係る費用の縮減を目指します。 

 損傷の主な原因は水であり、橋面からの漏水により上部工の腐食や下部工の断面欠損等が発

生していることから、水の供給を遮断するために予防的な対策を実施します。 

 

    【工事前】         【工事中】          【工事後】 

     

写真. 予防的な対策事例（伸縮装置の非排水化） 

 

5.3 集約撤去の方針 

 

迂回路があり、集約化が可能な橋梁について、撤去・集約化の検討を行っていきます。 

令和9年度までに2橋程度の撤去を目指すことで、橋梁補修費を 20 百万円程度縮減するこ

とを目標とします。 
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5.4 新技術の活用方針 

 

橋梁点検車を使用する橋梁について、ドローン等を活用した点検の効率化を検討していきま

す。 

また、修繕措置の省力化、費用削減を図るために鋼橋の塗り替え塗装等の新技術を導入して

いきます。 

令和 9 年度までに塗り替え塗装の新技術を鋼橋 2 橋に活用することによって、橋梁補修費

を12 百万円程度縮減することを目標とします。 

 

 

    

写真. ドローンを活用した橋梁点検状況 
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5.5 橋梁の耐震補強対策 

 

 山形市では、山形盆地断層帯南部による地震等来るべき大地震に備え、長寿命化修繕計画に

よる補修とあわせて耐震補強も実施していきます。 

 対象は特に重要な戦略的予防保全型管理※1の橋梁のうち、必要な耐震性能を満たしていない

9橋とし、補修と同時に対策を行うことで仮設費等を含めたライフサイクルコストの縮減を図

ります。 

 耐震補強項目としては次頁の項目があります。 

 

表. 耐震補強項目一覧表 

項目 内容 概要図※2 

支承補強 

上部構造と下部構造との接合部であり、地

震時に上部構造から伝達される荷重を確実

に下部構造へ伝達する機能及び地震時の上

部構造と下部構造の相対的な変位に追随す

る機能を確保するための補強 

 

落橋防止構造 

の設置 

支承が破壊したときに、橋軸方向の上下部

構造間の相対変位が桁かかり長を超えない

ようにするための補強 

 

桁かかり長 

の確保 

支承が破壊したときに、上部構造が下部構

造の頂部から逸脱することを防止するため

の補強 

 

橋脚耐震補強 

上部構造からの荷重を基礎に伝達する構造

部分であり、大規模地震が発生したときに

は、損傷の修復を容易に行える程度の耐力

を確保するための補強 

 

 

※1 跨道橋、跨線橋、緊急輸送道路上の橋梁、孤立集落への路線上の橋梁(橋長15m以上)、 

長大橋(おおむね橋長100m以上)。 

※2 既設橋梁の耐震補強工法事例集（財）海洋架橋・橋梁調査会 H17より 
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6. 修繕計画の方針 
 

橋梁の耐震補強は、道路利用者の安全な利用のために、早期に実施する必要があります。 

 また、損傷の進行や、新規に発見した損傷により、対策区分Ⅲa･Ⅲb(早期措置段階)の橋梁

が存在しており、構造物の機能に支障が生じる可能性を有することから、道路通行の安全性を

早期に確保する必要があります。 

 以上のことから、修繕計画は戦略予防保全型管理の橋梁の耐震補強対策及び対策区分Ⅲの橋

梁の補修を最優先で実施するものとします。 

 耐震補強・対策区分における優先度を下記のとおり設定し、それらを複合的に評価して、

優先度の高いものから対策の推進を図ります。  

また、同一順位の場合は管理上の重要性や道路ネットワークの重要性等に着目した評価を

行なったうえで設定いたします。 

なお、定期点検結果をもとに、対策実施時期や措置内容は適宜見直しをいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震補強における

優先順位 

対策区分における

優先順位 

その他における

優先順位 

＋ 

＋ 
 

複合した評価を行なう 

同一の場合は、その他の評価も行なう 

図.優先順位の考え方 
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耐震補強における優先順位の考え方 

 
①  跨線橋、跨道橋 

②  緊急輸送道路上の橋梁 

③  孤立集落への路線上の橋梁(橋長15m以上) 

④  長大橋(おおむね橋長100m以上) 

 

 

 

対策区分における優先順位の考え方 

 

① 1巡目(遠望目視含め2巡目)の点検において対策区分Ⅲであった橋梁の補修 

② 2巡目(遠望目視含め3巡目)の点検で対策区分Ⅲに移行した橋梁のうち、損傷
の進行性が高いと考えられる橋梁の補修 

③ 2巡目の点検で対策区分Ⅲに移行した橋梁のうち、損傷の進行性が低いと考え
られる橋梁の補修 

④ 対策区分Ⅱ(予防保全段階)の橋梁 

 

 

 

 

 

その他優先順位の考え方 

優先順位評価項目 評価内容 

橋梁の規模、形式 補修の規模、難易度を評価 

損傷の程度及び発生個所 損傷に対する補修の緊急性を評価 

路線区分 路線の重要性を評価 

架橋位置 補修の難易度を評価 

添架物の有無 路線の重要性を評価 

凍結抑制剤散布の有無 使用環境の影響を評価 

大型車交通量 使用環境の影響を評価 

供用年数 材料の経年劣化を評価 

高 

 
 

高 

低 

優
先
度 

優
先
度 

低 
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7. 長寿命化による効果 
 

 従来の事後的な維持管理として、耐用年数を迎えて架け替えを実施した場合と、本長寿命化

修繕計画における維持管理を実施した場合について、平成24年度末の本計画策定後の50年間

について、それぞれのライフサイクルコスト（LCC）を算出し、比較を行いました。 

 下図に示す通り、維持管理費用の総計は282億円必要となりますが、更新計画により費用算

出を行うと197億円となり、85億円（30%）のコスト縮減が図れます。また、維持管理費用を

平準化することにより、橋梁の安全性を持続的に確保することが可能となります。 

 

図. 従来の維持管理方法と本寿命化 

修繕計画によるLCCの比較 
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図. 長寿命化修繕計画におけるマネジメントサイクル 

 

耐震補強・補修工事 

(対策区分Ⅲ→対策区分Ⅱ) 

長寿命化修繕更新計画 
（予防保全型管理） 

従来の維持管理方法 
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8. 計画策定担当部署 

 

 山形市では、以下の部署で計画の策定を行っております。 

   部 署 ： 都市整備部 道路整備課 

   住 所 ： 〒990-0047 

        山形県山形市旅篭町二丁目3-25 

   ＴＥＬ ： 023-641-1212 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［改定履歴］ 

H25.3 当初計画策定 

H30.3 計画更新（中間見直し） 

R3.11 新技術等の活用、費用の縮減の方針について追加 

R5. 1 短期目標の追加 

R5. 3 計画更新 


